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1。，目．　的

　母性意識の成立過程について昭和22年に牛島は妊産婦

（140例）に面接による質問調査を行ない出産前後の子供

に対する感情の変化奢桑な外当障鉢取橡鋒の混沌蓋レた

社会状勢で生活の不安定や食料の不足が妊産婦に大きな

影響を与えていたが、戦後最初のベビーブームの年でも

劾為・ 字嘩鞭の平和な今馨・さきり嘩胴一の調
査を行なゼ托犀嫡の高理や態度み牽迄をみると共麻』出

産、育児をよりよい状熊で肴なうごとがでぎるよう問題

点をさぐることがこの研究の目的である。

2．方　　法

　昭和22年に行なった調査と同様の方法で行なう。即ち

愛育病院利用の妊婦（100名）産婦（釦名）に肝人一人面・．

接 して下記ゆ質問を行ない自由に回答してもらったレ【

人の面接所要時間は20分内外である。、

　（1）質問項目　　，　　　’・ ．1
・∫

　』〔妊婦への質間〕　、 　　・　
乙． 、．r

、一

　　1ン氏名、年令、・出産予定日、．妊娠回数も学歴、 職．

　　　業、家族構成

：・、2）：妊娠への期得・

　　（1）妊娠は当然だと思づていたか

　　（2〉妊娠は避けたいと思っていたか、その理由

　3）妊娠自覚期　 ロ．二． ・、 ∫

∵、．． （1）二．いっごろ妊娠に気づいたか

　　（2）その時の感梼

　　（8）妊娠による態度の変化

　4）妊娠中
（工）

（2）

（3）

（4）

つわり及びつわり後の身体的異常

心理的異常の有無

母としての自覚の有無

胎数
5）　出産の心構え

　（1）出産に臨む心

　（2）生まれる子供への期待

〔産婦への質問〕

　　1）～5〉　妊婦への質問と同じ

　　6）出産後
　　　（1）出産前後の子供への感情の変化

　　　（2）子供の将来についての期待

　 （2）調査触1　　．
　　工） r妊婦』． 愛育病院産科外来へ定期受診のために

来院の妊娠4か月から妊娠⑳か月の妊婦で初産・経産各

与0御計190名聯即解時町こ面接騨を行なっ
た。

　　2）　産婦　　①愛育病曉で出産し入院ホあ産婦労名

礪分娩で肝共に題で騨のない人を選び鵡産後
』＄ 日目の午前9時～9時半ρ比鱗的寛いだ時間に病室で

イソタービ昌一した。前回の調査ぞは出産後1週間経過

したものについて行なったが・今回は出産後3日目とし

た6その理由は1、2日目．ではまだ出産の疲労がとれない

しし4日目は退院の前日で退院後の指導が行なわれ、，5

』日目は退院日なので3日目を選んだ。②愛育病院で出産

し子供の第1回目の保健指導を受診に来た母親に診察を

r待つ間に面接質問した。 この人たちは出産後約1か月を

経過しだ人く23名）である。 産婦は①の出産後3日貝と

②の出産後約1か月を経過した人の両群である。r

　綱査は昭和45年1月から46年4月にかけて行ない、

150例全員を湯川ぶ面接質問した。

．3．結　　果

　質問はすべて自由回答であるが、前の調査にならづて

回答を分類し集計した。

　rっ一つの項目につき前回の調査と比較しながら検討

していくこととする◇

　先ず今回の調査と昭和22年に行なった調査の対象は共

に愛育病院の利用者ではあるが階麟が異れば自ずと考え

方や態度が異るので同一の調査を行なっても、その結果

をみて時代の変化を云々することはできない。そこで年

齢、職業、学歴から二つの集団が同じような階層である

かをみることとする。

　年齢は26歳から30歳までが半数を占めており同じよう

な年齢層といえる。　（第1表）
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第1表　被綱査者年齢

　ん20歳

21歳～25歳

26歳～30歳

31歳～＄5歳

36歳～紛歳

41歳～

計

昭和必年

妊婦

互9

54

．23

3

皇

100

産婦

．8

29

．n

2

50

昭和22年

妊婦
21

25

48

L5

8

1

99

産婦

夏0

12

io

3

2

37

夫の職欺つ穫みる沸2劾ように会社員がエ
1位、次いそ商業・自営業㌧該術者下（デザイォr、調理

蔀、 理容師、運転手など） が主なものでおり、前回は会

社員、公務員、商業・自営業、 球術者上（電気葬師、設

計技師など）でほぽ餌たような集団であ骨が前甲の方が

1いくらか上流階級といってもタい。しわし前回の騨査で

は無職が妊産婦合わせて8名炉たが・今度の調査では無

く、生活が安定しているとみるこ とができる。一

　また妻が就駿している人は全体の16％で職種は会社

員、教員、編集者、放送ディレクター、美容師、庸員な

どあり、女性の社会べめ進出をみせている。

　妻の学罪は半教以上が短大・大学卒の高等教育を受け

ている。前回の調査では専門学校卒は14％程度であるか

ら教育程度は高くなってきている。（第3表）

　このよ、うに年齢、職業、学歴を通してみると、年齢に

おいては学歴からみてもわかるように今回の方が年齢が

少し高くなってはいるが26歳～30歳がピークとなってい

る点では同じである。夫の職業は前回の方が専門的駿業

1が多かづたが、ほは似たような傾向である。学歴につい

てみると教育程度はかなり高くなっているが・これは社

会全般の傾向であるのセ特に変ったとはいえず今回と前

回の調査の集団は大体同質といってよいと思う。

　　　　　　リ
　セ　

　　　　　　第3裏学　　歴
、．、．．

昭和46年

鯛齪

昭和22年

劇齢

中学校 卒

高等学校卒

短期大学卒

大　学　 卒

無　　　　答

8　　2

37

26

29

16

11

18

3

小学校卒
高等小学校卒

女学校卒
専門学校卒

20

生3

52

聾4

6

2

25

4

第2表 職 業

失1の職業 要の職業

昭和46年・・昭和22年 昭和46年

妊婦 産婦 婬婦 産婦 妊婦 産婦

公　　務　　員 6 1 13 4　

会　　社　　貴 60 30 45 夏6 4 1

教員・宗教家 1 4　 2 1 1』

医　　　　者 1 ・　2 5　 2

技術　者　上
2 12

12　r
1 1

技　術者下
12 3 2 2

芸能・出版・文化 3 1 r2 5 1

商業・自営業
18 互0 12 4 6　

そ の　　他
1』 2

・無r　　　職
6 2 84 42

計
10D 50 99 3プII1・・ 50

　1）’妊娠は当然だと・思づ ていたか

　先ず妊娠に対する期待、即ち妊娠ずるのは当然だと思

っていたかをきいてみる．と1第4表のように60％の人は妊

娠するのを当然のこと・として受けとめているらしかし30

一％は意外なことと感じている。 前回の調査と比較してみ

ると妊娠は当然だと思づた人は69％でほぱ同数だが、 い

いえと答えているも のは少数であった。またどちらとも

いえないというのは前回21％であったのが今度は9％に

減っている。これはこのような個人的な質問に対しても

はっきり意志表示をするよ うになったためとも考えられ

るし、最近は受胎調節の知識が非常に普及したので計画

、的な出産を行なっ七いる人が多いためと思われる乙妊娠

は意外だったと答えた人の中には「長い間子どもが出来

なかったので」、下体が弱いのでできにくいと、いわれてい

た」という人もいくらかあるが・「一応受胎調節をしてい

たので予想外だった」「子どもは一人でよい と思づてい

・たので思いがけない」 「注意していたが、上の子に母乳

を与えていたので生理がなく油断してしまった」 という

ように計画出産を何らかの方法で実行している。妊娠は

当然だとした人の中にもこの考えは・う・かがうことがで

きる。即ち「どうしても工0月にほしいと思い計画してい
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第4衷　妊娠は当然だと思っていたか

は い

い　い　え

無

計

答

昭　　和　　46　年

初　産　婦

実数

3里

12

7

50

％

62．O

24．0

14．0

ユ00．O

経　産　婦

実数

29

19

2

．50

％

58．0

38．0

4．0

聯1

計

％

60

3艮

9

皇oo

昭　　和　　22　年

初　産　婦 経　産　婦
計　％

実数 鬼 実数 ％

75．6

．7

7．8

35

13

63．6

2．7

3．6

69

021

45
100．0 55

100．0 100

第5衷　妊娠は避けたいと思っていたか

昭　　和 46　年

初　産　婦　　経　産　婦
計

昭　　和　　22　年

初　産　婦 経　産　婦
計．．1

実数　　％ 実数　　％ ，％

和　　22　年

は い

い 　い　え

無 答

実数1 ％

13　　26．0

31　　62．O

6　　12．0

実剃 ％

17　　34．0

32　　64．0

1　　　2。O

％

30

63

7

14　　31．1

9　　20．0

22．　48．9

19　　34．6

1正　　20．0

25　　 45．4

33

20

47

計　1
5・1 ！。。・・1 50

100．0
1・・1 45

EOO．0
551

1・…1 丑oo

た」　「結婚後1年間は作らない方針でいたが1年経過し

たので」と答えている。

　結婚すれば妊娠するのは当然であっても昔は子宝に恵

まれる、子どもはさずかりもの といヴた神秘的な天の配

剤といウた考え方が支配していたが、現在は男女を自由

に生み分けることはできないにして二も、、子どもは自分た

ちで計画的に作るものという考えになっているのであろ

う。、

　2）　妊娠は避けたいと思っていたか

　最近は子どもを少なく生む傾向があり．ζの綱査の前問

でもみられたように受胎調節をしている人がかなりあり

子どもを欲しがらない人が多いのではないかと思われ・

る。そこでζの質間をしてみると妊娠を避けた｝・と思っ

・たのは30％で前回と同じであるが逆にこ の質問に対して

・否定した人・即ち子どもを欲しいと思った人は63％もあ

り前回の凋査の3倍強となっていてむしろ現代の人の方

が子どもを欲しがっているといえる。また前向は無答が

半数近く・もあづたが今画の調査では7％であり．、・前の質

問と同じようにに？きり意志表示をするようになってい

る。妊婦に対してf今度の妊娠は遊けたいと思っていた

か」というのは酷な質問であり現在は自分の感情を卒直

に表現するようになってきているが、1 和22年頃はお腹

の中にいる子を否定するようなことはたとえ思ってはい

ても罪障感を感じて申夕発言でき獄かったのであろう。

　次に何故妊娠を避けたいと思ったかその理由をたずね

てみると第6表のようになり（一人でいくつかの理由を

あげた揚合は別の項目とした。以後の表も同様）、初産婦

の場合は前回同様に「2人の生活を確立してから」「万

凄スローモーションで家事もよくできないから、もう少

し結婚生活になれてからと思った」といった・ド結婚当初

のためモが1位となっている。経産婦の暢合は上の子と

年齢が近すぎるが1位であり、すでに子どもがいるから

・もう欲しくないというのではなく適当な隼齢ク）間隔をお

きたかったと計画的な出産を望んでいたといえる。、前回

三分の一を占めていた経済上の理由はごく少数で生活癖

情の好転を物語っている。

　また・この質問に否定した人に妊娠を希皇した理由を

たずねてみると第7表のようになり経産婦の揚合は前回

同様にすでに子どもはいるがもっと欲しいが1位となっ

ている。跡継ぎがほしいと答えた人は、前回は14例あっ

たがこの凋査では僅か2例であり現在は子どもを独立し

た人格として認め家のためとか自分たちの老後のために
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第6表　妊娠を避けたい理由

経　　済　　上

すでに子どもがいるから

結婚当初のため

勉強。職業を続けたい

子ども嫌い
上の子と年齢が近すぎる

そ　　の　’他

無　　　　答

計

昭　　和　　46　年

初産婦

1

10

4

且

1

17

経産婦

1

2

9
3

15

計

2

2
10

4

1

9
4

32

昭　和　22　年

初産婦

％一

6．3

6．3

3L．2
．12．5

3，1

28，1

12．5

100．0

6

7
2’

3

2
9

29

罐釧
15

11

5
4

35

計

21

11

7

2

3

7
13

64

32．8

17，3

LO，9

3．1

4．6

10，9

20，3

％

皇OO，0

第了表　妊娠を望む理由
昭 和 妬　　年 昭 和 22　年

初産婦 経産婦 計 初産婦 経産婦 計

％ ％

子どもが好き
3 5 8 1し．6 8 4 12

18．5

もっと欲しい 一
19 且9 27．5 一

i7 17
26．2

流産したから
4 2 6 8．7 一 一 一 一

子どもを失なったから 一 一 一 一 一
9 9 L3，8

跡継ぎがほしい 正 し 2 2．9
11 3 i4

21．5

若いうちにほしい
3 正 4 5．8 一 一 一 一

子どもがいるのが自然の姿 7 2 9 13．b
一 一 一 一

そ　の　他 6 4 10
14．5

9 4 13
20．O

な　　　　　し
9 2 U 15．勺

一 一 一 一

計
33 36 69 10Q．P・

28 37 65 覧00．0

子どもを生むことはできなくなってきている。子どもは

「結婚すればできるのは当然」だし・「家庭は子どもが

いるのが自然の姿」　「二人きりで一生送るなど考えられ

ない』とごく自然に妊娠を受けとめている。その他とし

ては「主人がほしがるので」「子どもがいた方が姑とう

まくいく」と家族間の人間関係を円滑にするため皆欲し

がったり「前は欲しくなかづたので中絶したが最近にな

』っ．て子どもを膏ててみたくなった」と母性本能を感じて

いる人もある。

　以上のように前回妊娠を避けたい理由の首位を占めて

いた経済上㊨理由は大きく後退し・妊娠を避けねばなら

ない理由はなくなってきており・もう少し先に行ってか

らほ しかったと考えているg子どもが嫌いだから欲し
く・

ないというのは前より減じ、．ただ 1例にすぎないが、こ

れは子どもが好きでない場合、つくらないように受胎調

節をしたり、前回調査した昭和22年はまだ堕胎が許され

ていなかったが現在は人工妊娠中絶が認められており・

妊娠しても中絶してしまうので今回の調査対象となった

継続受診者の中には表われてこないためともいえる。

　3）　妊娠を自覚した時期

女に・とって結婚は人生の一つの転機ではあるが、妊娠

を自覚することは母性意識の成立していく第｝段階の過

程であるといえる。 そこでいつごろ妊娠を自覚したか、

またその時の感情はどうであったかを質問した。ここで

の妊娠を自覚した時期とは母親としての自覚というので

はな く身体的に妊娠に気づいた時期を質問した。その結

果は第8衷のように前回と大差なく殆んど妊娠3か月ま

でに気づいている。前回は5か月、6か月になってよう

やく気づくものもあったが今度の調査では全員が4か屓

までに自覚している。これは科学的な知識が豊富になっ
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第8表妊娠自覚期』一

妊娠1か月
〃

〃

〃

〃

〃

2か 月

3か月
4か月
5か月
6か月

曜　和　46　年　』

初　産　婦 経　産　婦
』計

％
実数1％ 実数1．％

ゆ

2皇

正8

夏

20．0

42，0

36．0

2．0

2正

17

12

42，0

34．0

24．0

　　　 昭　和　22　年
初　産　婦 経　産　婦

31

38

30

1

実数　％　実数　％
15

8
17

2

3

33．3

K7．8

37．8

4，4

6．7

27　導9，1

12　　21．9

8　　14．5

正　　　1、8

5　　9．1
2　　　3．7

計

　『 ％

42

26

25

3
8
2

計 15・1夏00．0 15・ 10Q．0 1　1。・1 45 1皇⑳・ 1551 1・…1 100

第9衷　妊娠自覚期の感情
昭 和　　46　・年 昭　　和　　22 　年

初産、 婦 経産婦 計 初　産　婦 経　産婦 計

実数 ％・ 実数 ％ 実数 ％． 実数 ％ 実数 ％・ 実数． ％

喜』 　び
安・恐怖
　　　　き

　　　

　　望
　　惑
　　喜早すぎた

　　　　し

30
52．6

5．7

．3

1．8

．L

1．8

5．7

25
47．1

．7

．8

5．7

3．2

9．4

5． 艮

55
50．0

0．9

．5

3．6

0．O

5．5

5．5

26
45．6

3．3

．3

．5

．8

一一10．5

20

02『

　36．4
　18．2　－

　3，6　

　　一
　3．6　

　　＿　　　　　　　

3　r　5．5

　－
32．7

46　　41．O　r

9
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たためと・、 もう→つには前述しているように計画的に出

産を考えているので子どもを待望しているために妊娠に

す・ぐ気づく と．も：考え1られる。

　妊娠を自覚した時どんな感情であったかを質問すると

（第9表）「欲しいと思っていたので嬉しかったJ「上の

子めあとずっとできなかったのであきらめていた、すご

く嬉しかった」・「自分一人の秘密にしておきだまって楽

しんでいたレ、’よ・うな気持j　「嬉しい、何年もできなかっ

た し～2回も流産し七いるので半ば諦めていた、待ち望

んでいたので泳ンスがないとすぐに妊娠したとわかった

演もし違った・ら函る と診察に来るの をのばしていた」と

半数の人が喜びφ感憶をもってい翫同時にr無事な子

が生まれるか心配」「自分もまだ子どもなのに母親とし

てやっていかれるか」と丁やっと一人前にな牡た」とは

思いつつも嬉しさと不安の交錯した感情を味わってい

る。

　「面くらった」　「失敗したと思い嬉しいとは思わなか

った」「子どもが好きでない し仕箏をしているのでその

都合もあり一寸困った、中絶しよ うか｛ 年なの脅思いき

って生もうかと散々迷った」　「未入籍なのですごく複雑

な気持」「間違』いならいいな』』「予想外でびっくりし

た・」応計画していたのだが失敗した・上の子が母乳の

ためメソスがなくわからなかった・いまはかえって年が

ついている方が遊び相手としていいと思うよう になっ

た」「子どもにはかわいそうだがよほ1ど中絶しようと思

づたが主人にいわれ生む決心をした」と少数の人は素直

に妊娠の癖実を喜んではいない。また・「特に何とも思わ

ない」「計画していたからわかっていたので実感がわか

ない』 「「できたな」　「ああ、 そうか」と当然の こと、．ご

く膚然の成り行きとして「平静な気持」で妊娠を迎えて
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第10表　　態　　度　　．の　、変！ご1化

食事に注意
睡　　眠・休　　息

体 を　保　護

薬をのまない
薬　を　の　む
夫婦生活に注意

適度の　運動
そ　　の　 　他
な．”1　’一、、　”し

計

『昭　　和　　46　年

初産婦

22

6
18

2

3
1

8
13

73

経産婦

17

18

皇7

3

夏

3
r17

76

計

39

24

35

5

4

1

1夏

30

149

　％
26．2

16．里

二23．5

　3．4

2．7

0．7

7．5

20，1

10Q．0

昭　　和　　22　年

初産、婦

11

9

7

6

夏

30

64

経 産嬬

8

8

4

1

3
38

62

計

19

17

u

7
4

68

』26

　％
i511・

真3．昼

8，6、

5．5

3．2

54．0

100．0

いる人たちもある。

前回の調査と鰍し飾壁大体同じよう』な傾向では

あるが、詳細にみてみると 不安や恐怖感は減少しできて

むしろ喜びの感情をもつ人が多くなってきズい為。しか

し逆に嬉 しくない、困った．と いう 人も増加、しているがこ

れは妊娠を予定していなかった人たちでその数ほ少な

いo

　4）　妊娠をζよる態度の変化』

　妊娠によ り自分の体内に新為な生命が誕生すると体を

大切にするなど妊娠前と態度は変化するがどめような変

化があるかをみた。第10表のようにまず食事に注意し

「普段から食べものをあまりとらない。特に牛乳や卵は

嫌ギ・澄が妊娠してからは1日に卵1個・牛乳エ本は努力

して食べる」r栄麹あるものをとる」r髄なので増

血するようr もめを食肉る」　「辛いものが好きだ？たが

食べないよう にしている」　「お酒・コーヒーをやめた」

乏胎児への栄養を考え努力している。最近入工甘味料や

着色剤、食品添加物の人体への悪影響が話題になってい

る折柄、1ド由舎の実家から純粋な食糧を送ってもらって

いるj 「漕涼飲料など飲まないようにしている」など食

べ物に神経を使っている。r震い物は持たないj　r外出

しても体をかばう」と体を保護したり、同じよう融；と

ではあるが睡眠や休息を充分にとるようにしている人も

かなり多い。特に流産の経験がある人たちは食寧の面よ

りも励きすぎないよう・高い所のものはとらないザ夫婦

生活をセーブするなど体を保護することに重点をおいて

いる。その他としては退職したり、トキソブラズマの心

配から動物に近づかないようにしている。「健康なので

特1に何も気をつげていない」「し随まいる子に注意がいき

おなかの赤ちゃんあことまで気がまわら．ない」と特別琴

態度の変化のない人もめ・なりある。

　前の調査では特に態度の変化はないと答えた入は半数

．以上の54彩もあったが今回ば20％に減少し、食事に注意

した匂睡眠や休息をとり体を保護する ものが増加してい

る。現在の人たちの方が娃娠中から赤ちゃんに気を配り

神経質にならているが、前の調査轄昭和甲年でまだ律会

状勢が恵く栄養のあるものをとりrだくても配給制度そは

思うにまがせデ、1 災や外地引き揚げ、笹父母との同居

で同居毒帯が多く自由比休息を乏為こともできないとい

った生活事愉の悪さも原困していると思われる。

　また以前の調査では薬をのむと答えた人摩ちが11例あ

ったがこの度の調査では1例もなく、むしろサリドマイ

ドやスモソ病等薬害4）怖しさをまざまざとみせつけられ

ているので「薬をのまないようにしている」「少しぐら

いの風邪なら薬をのまずになおしてしまう」と服薬し な

いよう比している人が5例あった。このように態度はさ

まざまでもすぺて胎児への影響を考えてのことであって

すでにここから母親になるための心構えの第一歩が始ま

っている。

　5）　つわり及びつわり後の身体的異常

　つわりやその後にくる身体的な異常は病無ではない

が、苦しくつらいものである。人によって重い人や辱と

んど症状のない人など個人差があるし・同じ人でも妊娠

のたびにいつも同じような症状とは限らない6そこでつ

わりについて質問してみた。食欲がない・むかむかす

る、或いは囁吐の症状が多い。倦怠感や睡液分泌もあ

り、その他としては不眠、夜間の頻尿、胃癌、頭痛、顔

面がはれるなどの痒状もあった。ごく軽ぐ一rすっぱいも
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第11表　　つ わ り

食

悪

嘔

倦

唾

そ

軽
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欲　不

　怠
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　の

振
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感
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他

度

し

計

昭　和　46　年

初産婦

63

経産婦・

6
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u
2

2
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3

50

計
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1

7
20
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3夏．0

22．k
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0．9

6．2
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9，7

％
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昭　和　22　年

初産婦
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26
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8
2

2
6
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経産婦

32

27

13

6
1

2
6

87

計

67

53

26

14

3

4、

12

i79

　％
37，4

29，6

14．5

7．9

夏．7

2，2

6．7

夏QO．0

のが食べたい」「粛みがきの臭が鼻につく」程度を軽度

とした。また「つわりがないのマ狂娠を疑？牽」ように

つわりが全くない人も10％弱いる。 づわりば「ひどくて

寝てばかりいた・40日間吐くぱかりだった」「嘔吐がひ

どく脱水症状殖なり8日間入院した∫「嘔吐がぴどくし

まいには血を吐いた』りする程重癖な人もあるがr自分

ではひどくてつらいと思ったが、母にいわせるとつわり

ともいえない』というように主観的なもりであるし、

「動めていたので他人に迷惑をがけ豪いよう気が張って

いた」　「結婚して地方に行き話し狛手1がなく気力粒まぎれ

，ずつら穿った」と心理的要因によ為；≧もあるので一が

いに2回の調査を比較するこどは難しい。重V・軽いの差

はあれ少数の人を除いては何らかの痒状を訴え．ている。

　つぎにつわりの時期を過ぎてもなお身体的に異常があ

るかをたずねてみた。半数の4ブ％の人は順潤な経過で異

常がないと答えて吟るが、腰痛（15例）腹部が突っ張る

（13例）、疲労倦怠（10例）、悪心、嘔吐、貧血、出血、

茜りもの・足が吊る・胃痛・めまい・夜問頻尿・不眠、

頭痛、寝汗、湿疹、寝返り困難、肩こり、鼻血、耳がふ

さがった感じ、と実にさまざまの症状を訴えていう豆こ

れは前の醐査も同じような傾向で全く異常力書なヤ沐ほ40

％で残りの人は上述のよう塗身体的な異常がありρわり

と同様に個人差がみられる5

　6）　心理的異常の有無

　托娠ずるとつわりなどの身体的な異常が起こるが～ 1ら

理的にも異常があるかを質問した。その結果は第12表の

ようにいら立ちやすい4L8％、一寸し拳ζとで神経質に

、なる 8，2％、喜怒哀楽が強くなり珂でもないのに涙もろ

くなる9，8％、と60％の人たちは異常心理を自覚してい

る。その他として明るくなった、おちついた、穏やがに

なりすべてのことが受けいれられるような広い気持で大

らかになった、とブラスの方向になった人もあるし㌔一テ

レビなどスリラーものが見たくなった、怖い夢をみう≧

いう例もあった。また3割以上の人はこりよ うな典常む

理を体験していない・このよう癩齢前の開欲もほ

ぽ同じである。いら立ちやすいが経産婦に多くな6ていへ

第12表　妊娠中の異常心理
昭　　和　　46　年 晦　和 22　年

初産婦 経産婦 計 初産婦 経産婦

いらだちやすい

一　’経　　質

怒哀 紬い
’そ　　の，　他

　　　　　し

16

n525

35

夏316

51

10

2841

　％－4L．8

．2r

．8

．6

3．6

14

『3

23

26

－320

40

6－6

43

　　％　

38』1

【5．2

　一
．5・8

．4夏．0

計 63 59 122
ヌOO．0 49 56 105

100．0
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第13表　母としての自覚
昭　　和 、46　年 昭　　和 22　年

初産婦 経産婦 計 初産姐 経産婦 計

畠 ％ ％

責　　　任　　　感 7 10 17
L6．0 　6

LO 16 互6．4

不　　安・恐 怖 5 2 7 6．6 6 2 8 8，2　

実　　感・緊　　張 　　9
8

　17 16．O
2 O 2 2．0

母　　性　　愛 　　　3
3 6 5．7 8

　　3
11

11．2

喜　　　　　　び 4 1 、5 4．7 1 3 4 4．1

そ　　　の　　　他 3 　　　4
7 6．6 一 一 ｝ 一

な　　　　　　　し
25 22 47

44．3
23

．34
57

58．2

計
56 50 互06 100．0

46 52 98
100．0

るがこれは初産婦の場合は 「2人きりなので気楽に過せ

る」が、経産婦になると「子どもがちょこちょこ動きま

．わるが体の自由がきかないのでいらいらし、かっとなる」

「子どもがいたずらすると普段は寛容でいられたのにつ

い怒ってしまう」と発育ざかりの子どもをかかえている

ために起る現象ではあるが「気が短かくなりいらいらし

て子どもを叱ってしまうが、その後で何故あんなことで

叱ったのかと反省」し無自覚に異常心理を爆発させてい

るわけではないし、「怒りっぽくなるので自分で気をつ

妙ているjし「つわりの時は食裏がとれず体が衰弱して

いたのでいらいらすることがあったがそれ以後は何でも

食べられるようになりおさまった」と身体の不調も関係

しているようであるo　「いらいらしても子どもにあたる

ことは避けたいので夫にあたってしまう」「夫に甘える

ようにな？た」「主人がいろいろ黛を使ってくれるので

1いらいらすることなどない」とこのような時にこそ夫の

理解が必要と思われる。・

　7）母としての自覚の有無

　いくつかの質問の中でこの質問は一番答えにくいよ．う

であった。自分たちの私生活、特に夫婦生活のことでも

商めらわずに答えてくれた人たちもこの質問には戸惑っ

てしまうらしい。「母親としての自覚がありますか』

「母親らしい感惰を感じていますか」　「赤ちゃんに対し

’てどんな感情をお持ちになっていますか、例えば資任感

とか、愛惜とか……」とかなり具体的に質問しないと何

ふ漢然としたものは感じてもそれを言語化することが難

しい。一応答えてくれたものを分類集計したのが第13表

である。半数近い44％の人はまだ母親としての自覚を感

じていない。残りの半数のうお貨任感を感じているも

の、母親になるとの緊張感・実感を感じているのが各々

ユ6％であった。不安や恐怖、母性愛、喜びり感情をもっ

たものもある。このような感惰は妊娠と同時に感ずる人

もあるが妊娠初期は「自分の体を健康に保つことが今は

第一で母としての自覚などまだ考えられない」のが普通

で、児心音を聞）・たり胎動があると感ずるよ5である。

次め例は妊娠5か月の初産婦で診察前にインタービュ占

を行ない診察の時に初めて児心音を聞かせてもらい新鮮

な印象を診察後歳語っえぐれた。　「まだ胎動も感じない

し、ぴんとこないボ自分の体のことが気になる、つわり

がひどくて艇吐い霧・5岬9いまもまだ齢むかし

嘔吐することもあるので子どものことは考えられなU・」。

診察後・「いま児心音を初めて聞かせてもらった・まだ

こんなにぺちゃんこなお腹なのに、もうちゃんと聞こえ

るんでびっくりした。中にいるんですねえ。何も気をつ

けてあげていなかったのに生きていてくれたんだなと思

いこれからは しらかりしなく《はと思った」といってい

るo

　昭和22年の調査と比較してみると前回もやはり同じよ

うに半数にまだ母親としての自覚が生じてきていない

し、妊娠月数がすすみ胎動があると貴任感や母性愛を感

じ始めてレ・る。現在の妊婦たちは妊娠にあたって計画的

ではあっても母性意識が成立していくのには同じような

経過をたどって“くように思われる。今度イソタービ昌

一した中からいくつか例をあげて子どもに対する感箭の

変化と母としての自覚をみていきたい。

　「ぴんとこないが最近動き始めたし、いろいろ用意す

ると少し感ずる。信じられなかったり、そうなんだなと

思う」「不安の方が大きい」「母性愛がわくというが動

くと気持が悪い」「今までは子どもに関心がなかったが

よその子をみてもかわいい、まだ自分の子どもに対して

は、はっきりつかめない」と妊娠初期にはまだ信じられ

ない気持や不安が目立っている。
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　「胎動を感じた時から自覚をもった、女はおなか忙い

る時から母親なんだなとつくづく感ずる」「よその子が

オ母サソ・オ母サソと母親を信じ頼っているのをみると

自分もああいうふうになれるんだな、最後には母親に戻

るのでお母さんてすばらしいし嬉しい」「始めは何も感

じなかったが動き出してから幸福感を感ずる」「5か月

頃から動きはじめおむつや布団など縫い始めるとしっか

りしなくてはとの責任感をもつ」と費任感や喜びの感情

を持ち始め、「胎動があると感じ始める、それまではた

だ苦しいだけだった、いまはもし何か事故が起きて赤ち

ゃんか自分のどちらかを助けるという ことになったら自

分とひきかえに助けてほしいぐらいのいとおしい気持」

にさえなってきている。

　経産婦の揚合は「疲初の時は予定していなかったので

生まれるまでは感じなかった・今回め方が欲しかづたの

で妊娠した時から弦く璋ずる」「笹り子タリも盛ずる》

前は祖母が初孫な砂で全部面倒をみ《ぐれき可今度は自

分でやれるしやらなくてはならないから」「前は不安だ

けだった・2度目め方がゆったりした気持で迎えられ

る」と経験により母としての自覚を強くもづようになっ

ているが、逆に「いまいる子の方が実感としてかわい

い」　「顔をみるまでは感じない、一害になる；とは避ける

が今いる子に注意がいく」「正直いって今度はうすれて

きた、前はお腹に入った時からこうなってこうなってと

経過をたどってきたが今度はお腹に入づた時には何も感

じない」「どこでも上の子が虐げられているよケに思う

のでそうなりたくないからいまいる上の子を大事にして

いるしかわいい・融の雫にい多子φ方碓りぐあいも

悪いせいか自分に抵抗があるように自分には感ずる、そ

う思？ては悪いぞ〉かもし尊ないが』と最卸の予サどg期

欝蝿がみ帥ない齢もある・’；のよう鷹娠勅

ら第1子、第2子に抱く感情の相違が出産後の育児態度

にも影響するか嫉今後の研究にまな琴サればならないが

r夫婦2人だ吻時臓面解匙嫡た仔どもがで
きると子どもの存在1家庭というものを しみじみと考え

平和で円満な塚庭生活を考える」　「今までは常識はずれ

の無責任な生活をして野た炉主人や庫分の生活を子ども

の目から見たらどうみえるだろうというように変ってき

た～ 生活も不規則にならないように注意し尊敬されるお

となになりたいど夫と話しあう。自分の考えを主人に押

iしつけでも素直に聞くようになった」r妊娠は生活設計

rというよりも幸ぜの中から夫婦の間で盛り上ってくるも

ので夫婦の気持、1愛情がたかまりもう」人持つことにな

た」というように失婦間の信頼や愛脩が生まれ出る子ど

もへ影響するであろうことは否定さきないし、親として

の責任感や自覚ゐ根底になっているといえる。

　8）胎　教

　瞥行なわれていたお呪い的な胎教は別として、流早産

を予防するためにも妊娠中は精神的安定を保つことが必

要であるがこの点を質問した。それによると崇胎教鳶と

いう言葉は2人を除いて全員が知ウていたが半数以上の

62名の人は特に何もしていない。しかし音楽をきく（王2）・

心楽く平静な気持を心がける（17〉デ刺激的なものは避け

る、読書（5）、絵を見る（王）、趣味のことを続ける（1）

という態度をとっている。前の調査ではかかる態度をと

ったものは29例であったがこれは生活状態が悪くてこの

ようなことを考える余裕がなかったためかもしれない

し、いまは非科学的なことには同凋できないが理屈の通

ることなら取り入れていくのであろう。

　9〉生まれる子どもへの期待一

　妊婦にこれから生まれてくる子どもにどんな期待をも

うているかを質問したのが第14衷である。前項そ母どし

ての自覚はまだ感じられないと答えた人たちは44，』3％と

半数近くもあったが・ 具体的に子どもへの期待を質問す

ると「考えてない」　「漢然として感じられない」 ど答え

た人は2例だけでほとんどの妊婦は子どもに対して夢φ

希望をもっている。その内容をみると五体満足‘健康乏

身体に関する希望が大多数を占めているポ「五体満足で

健康な子で普通にお産できれば何もいうことない」とレ、

うのが妊婦たちの願いであるd 妊娠する前にはいろいろ

望んでいても 「妊娠するまでは男の子で自分より頭の良

い子であってほしいと思っていたが妊娠してからは男と

か女とかそんなことはどうでもよい、奇型などない普蓮

の子であってほしいとそれのみ願っ受いるゴr「娘時代に

は女の子はいやで男の子が欲しV・と思っていたがいまぼ

そんなことより丈夫で元気な子でさえあれば二という気

持」になっている。流産・死産の輝験を重ねた人は無事

に出産して硅しし・との願いはもっと切実で「五体満足に

こしたことはないけれどどもかぐ生きてさえ生まれてぐ

れれば五体満足でなくてもいい」「流産しているので無

癖に生まれてほしいとのみ思っているjと非常亮消極的

な要求になっていて出産後の子どもの姿はまだ考えられ

ないらしい。　「ただのサラリーマシではなく 学者になら

《ほしい」「建築家になづてほしい」rと子どもめ成畏後

の職業にまで思いを馳せらせているのはごく僅かであっ

たσ

22年の調査をみると立体満足は11．6％、健康が少し多・

く18．8％になっており現代は新聞やテレビ等で肢体不自

由児や病児の話題が取り上げられたりするのでかえって

身体的な不安を感じ之“るのセあろろ。　「素直で誰に鄭

一64一
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第14表　　生　ま　れ　る　子　へ、の 期　待

五　体　満 足

陰　　　　　康
普　、通　　の　子

素　　　　　直

明朗など性格
親の性質が遺伝しな
いこと

怜

　　　男
　　　女
育　児・方
そ　　　の

な

剖

法

他

し

計

昭　　和　　46　年

初産婦

25

28

2
3
2

3

2

2
1

68

経産婦

18

26

3

L

6
8

3

隻

66

計

43

54

5

3
3

9
8
2

5

2

134

　％
32．L

40．3

3．7

2．2

2．2

6．7

6，0

1．5

3．7

1．5

100，0

産婦

里9

17

3
3

4

9

重

6
3

65

昭　　和　　22　年

初産婦

14

2

8

17

4

4

6

4

59

経産婦

1
22

3

里7

2
2

夏2

2
8

69

計

i5

24

11

34

6

6
18

2

皇2

128

　％
U．6

18．8

8．6

26．6

4．7

4．7

里4．0

1，6

9．4

100．O

産　婦

L5

1

5

6

4
LO

3

6

5σ

好がれる子」「上の子がまめ犀動くのでどっしりし為上

の子と性格の違った子が欲しい」丁のびのびした子」

「明るい子」と性格面に期待をもっている人はあるが、

同じ性質でも前の調査では親の性質が避伝しないこと奪

考えていたのが26、6％あったが今廉の調査では1例もな

く性質は遺伝するのではなく親の育児法によってきまる

と考えるようになっているのかもしれない。また前回6

例あった怜割も今度の調査では1例もなく上に精薄児な

ど障害のある子を持った親は「高望みはしない、普通の

子であればよい」といっている。以上のようにみてくる

と最近は教育ママという流行語さえあるほど一流校へ入

学させたいなど子どもに大きな期待をかけているようで

あるが・今度の調査ではそのような傾向はみられずむし

ろ要求水準が低下しているようである。しかしこれは目

前に出産という大きな難関を控えているためと、薬の害

や交通地獄、大気汚染、果ては母乳の農薬による汚染等

々われわれを取り巻く社会環塊の悪さが妊婦たちを消極

的にしているのかもしれない。従って無蛮に匠体満足で

健康な子どもを出産し最低の希望が叶えられた母親たち

は要求水準が高くなってくるかもしれない。そこで次に

産婦たちに質問した子どもの将来に対する期待を眺めて

みることとする。

1の、 子どもの将来に対する期待

　 「無寧に生まれたのでつつがなく育ってほしい」「健

康でいてくれれば零い」と健康に対する希望が大きな比

麩を占めてはいるが、素直、 正しい人￥愛ξれる人、 明

第15表　子どもの将来に対する期待（産婦）

健　　　　　　康
素　　． 　　． 直

正しい 人

愛　さ　れ 多　人

明朗・のびのびした人

活　　　　　　 澱

自 立r 心

個 性教 育

育 児ぺの・反省
そ』

　の 　『他

な　　　　　　、し、

計

昭和46年 昭和22年

　　　％
25　　39．7　　　　13

2　3，2　、 3

4　　6．4　　　4

2　”3．2　　　2

6　　9，5

2　3』2

5　　7．9

3　　4．8　　5
3　　4。8－

5　　7，9

・6　　9．5　　i3

　％
32，5

7．5

10．0

5．o

12．5

32．5

63い⑳d神㈱

朗、活深、自立心のある人等表現は違って屯精神的健全

さ鯉むようになつ∫哲い番・「卿；騨な融い」
乏答えていても「忙し寄でせい一杯」．「さレあた2て湿

響がなおρてくれたら」 「先のことなξ考えられ蓼y＼

明日・明後日りことが心酬と急に塵くな？た騨・・

育児に追われ先のジとを考える余硲がな鯵のが実感奪あ

ろう。　　　　　　　　　　　，一1一、 　1 Ti

　「闘るく素直なかを？いい子に育？てほしい、それと健

康であってほしい』と1人でいくつもの期待を述べてい

るので延回答数が63と前回の40を大巾に上回っているd・

r65一 ・要夙
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第16表・　出　産　に　臨　む　心

昭　　和　　46　年 昭　　和　　22　年

初産・婦 経産 婦 計 初産婦 経産婦 計　

不　　　　　　安

　　　　　　怖

　　　　　　痛

常産を望む
　　　　　　心

　　　　　　　し

2皇 16

448夏5

37
　％31．4

2．0

．2

．4

4．4

4．6

23

一一87

28 5i
　％50．5．

．9

．0

　　　　　　　一

2．8

里5．8

初産婦 経産婦 計

計 64 54 118 ！00．0 46 55 LO正 1QO．O

また「なし」 と答えたのは前回の半数になっているし、

前の調査ではみなれなかった育児への反省等からみて妊

婦の場合は要求水準が低くなったようであったが出産後

の母親たちは、育児に関心があり子どもに対して多くの

期待をもつよう’になったといえる。

　11）出産に臨む心

　ミ案ずる より生むが易しモの諺さえできているように

あれ これ心配するほどのことはないのか、或いは築お産

は陣子の桟が見えなくなるミ ほど大変なものなのか経験

の松い人には一寸想像できない未知の世界であり、妊婦

たちにとって逃静ることのできない碓燐印場画Φ諮産に

対してどのように感じているかを質問した。第16表のよ

うに不安や恐怖を感じているものが53％と半数以上を占

めている。初産婦の場合は「未知に対する不安」「不

安、こわい・初めての経験なのでどんなことが起るのか

こわい、誰でもやっていることだからとなるたけ思うよ

うにはしているが。初めての診察の時もびっくりして、

こわくて ショックで2日くらい食欲がなかった。だから

お産もどんなこと が起るのかと思うとこわい。母は前に

亡くなったので聞くこともできず余計にこわい」「どん

蓼痛歩かわから蓼ヤ・ので恐怖感と不安を曄ずる、 母と離

れているので心細い」「はじめは嬉しし・だけだづたが最

近こわく顔てきた捷未知に対する恐蜘不安を感じ

ている。しかし「母親学級に出ていろいろ教わづたので

不安は全くない≦誰でもしていることなのでできないこ

とはないから何とも思わない」「安心している・母親学

級に出ているのでまかせていれば大丈夫と思っている」

「初めのうちはすごくこわかった・死んじゃうんしゃな

いかと思った・母親学級に出てから成り行きkまかせよ

うと思いおちづいた』「まわりのお産した人に話をきく

とおどかされるばかりでよくない結果」と言っており正

しい科学的知識を与えることによりある程度不安を取り

除くことはできる。経産婦の場合は「いつも軽いので不

安は全くない、先生と冗談を言いながら生んでしまうの

脅安心している」「お産自体は経験があるので別比何ど

も思わない」と経験により未知の不安がなくなる人もあ

るが、「一度目がわかっているだけに思い出すと1こわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い、癌みは思い出すとぞっとするぐらいいやだ」”トこわ

い、最初の時はわからないからこういうものだと思い無

我夢中だったが、2回、3回となると次ぎにはこういう

痛みが起こる、次ぎはこうとわかっているのでがえって

こわい、経産婦だと瑠護婦さんも安心しているせいか放

ったらかされているような気がしてかえって心配にな

る」とかえって不安や怒怖が増す場合もある。殊に1回

目のお産がスムーズにいかなかった場合にはこの傾向は

強く「不安が強い、上の子の時子瘡で3回も意識がなく

なったので心配」「上の子の時早期破水し分娩に時間が

かかった、そのようなことがないように」と思らてい

る。また「お産の時上の子を離さなければならないので

その方が心配」になったり 「2回目は早く生まれるとい

うので間に合うか心配」し迄いる6

　次ぎに前の調査と比較してみると、不安と恐怖は大体

同じような心理状態と思われるのでこれを合計すると55

％内外でほとんど同じであるし、　ミなし堅と答えている

人も平静な安心した気持であると思われるので安心とな

しを合計するとこれも38％と一致した数になっている。

このようにみると出産を迎えるにあたっての心理状態は

いつの時代でも同じであり、不安や恐れを抱くものと全

く反対の感情を持つものとの両極に別れる。このような

感情の相違が分娩の重いかるいに直接関係はないであろ　　、～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟畠5
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うが、分娩時に産婦が強い恐怖心を持てば体が固くなっ

て分娩に拒否状態琶起してしまうであろうし、ゆったり

とした気持であれば娩出が速やかになることが有り得る

のではなかろうか。分娩そのものも勿論各人各様であ

り、また痛みを感じやすい人と我慢強い人とはあろう

が、妊娠中の心理状態や出産に対する心構えがかなり分

娩に影響するのではなかろうから

　⑫）出産前後の子どもへの感惰の変化

　産婦のイソタ門ビューは出産後3日目に行なったが出

産の疲労からも回復し始め、健康な赤ちゃんを産むとい

う貴任ある大役を果たした後の安心感からか妊婦と違っ

て非常に明るい顔つきであるのが印象的であった。妊鋸

に限らず病院ゐ待合室にいる患者たちは一様に黙りこく

って判決一診断が下される前の不安とおびえた表惰が特

徴的であるが、出産は病気ではないので無癖に分娩が終

ればその後の入院生活は苦痛ではなくむしろ忙しい家事

からの解放感を味わっているのであろうが、それよりも

胎内にいた時に想像していたのとは異った子どもへの愛

情が母親たちに幸福に満ち溢れた表情をさせるのであろ

う。次ぎにレ・くつかの例を挙げ子どもへの感情の変化を

みていきたい。

　「陣痛が2日間も続きあまり苦しいので途中でやめよ

うか・もしこのまま放棄したらどうなるかなと思ったり

した。先生に叱られ周囲はただ助けてくれるだけだから

自分で生まなくてはという気持になり産んだ。ふだんは

我慢強いし痛みには強いのだが出産直後はもうお産はい

やだ、こりごりという気持だったが3日も経つともう痛

みも忘れてしまった。普通の子だし・大きくてしっかり

しているのでほっとしたというのが一番。分娩室で顔を

見せられた時はじ一んときた。それから長いこと逢わず

授乳に行く度にかわいさが増してくる」

　「お産に対して不安はなかったのに陣痛が始まってか

ら怖くなってしまった。分娩室で顔を見せられた時、

あ、これなんだなと思いほっとして気が遠くなってしま

らた。自分の手で抱いてみると本当にかわいい、お腹に

いた時とはまるで違う。いまはお産の怖さも忘れて、ま

た子どもが欲しいと思らている」

　「陣痛微弱で長くかかった。午後の予定というので、

気持が張りつめていたが午後になっても子宮の開きが悪

いといわれがっか りしてカが抜けてしまった。これ以上

長く続くのならお産なんてもうこり ごりだと思った。点

滴で促進しやっと生んだ。でも3日もしたらどんな痛み

だったかもう忘れてしまった。妊娠中ぴくっと動くとか

わいいと思っていたが生まれてみないことにははっきり

しなかった。まだ何か母としての実感はないが見ている

とすごくかわいいし責任を感ずる。一寸でも工合が悪い

と自分のことのように気になり血のつながりを感ずる」

　お産の痛みは忘れやすいというようにあの苦痛の代股

としてのかわいいわが子を見た瞬間に陣痛から分娩にか

けての苦斗の何時間は夢であったかの如く遠い過去のも

のになってしまう。

　「上も男今度も男なので大変責任が重いような感じが

した・生活は楽ではないが親としての自覚以外にない。

子どもを生むことはすばらしいし沢山子どもがほしい。

女のために喜ばれる一番の特権だと思う」「結婚前は子

どもが嫌いで甥や姪もうるさく関心がなかった、子ども

を持ってからはよその子にも関心がでてきた。妊娠中は

ただ五体満足しか考えないが生まれてみると一段とかわ

いいしあれもこれもと考えてしまう。今まで生きてきた

中で一番よかったことは子どもを生んで育てることだと

思う。一番嬉しいことだと思う。日常生活なんて大した

ことない」と母になった喜びを述べている。

　「今度が一番かわいく感ずる。妊娠中からお腹の子に

いろいろ話かけてレ・た。最初の子は何も彼も未経験なの

で必死だったが今度は3回目なので精神的に余裕がある

せいかもしれない」「妊娠中は愛情というので礪なぐな

るべく良“子に育つように栄養とか胎教を考えるくらい

で、その子に対する愛情よりは責任感を感じていた。1抱

いて母乳をやっているうちに母性愛がわいてくる、本当

にかわいい、泣いてもかわいく思う、1人目の時はそう

いう気持ではなくただおろおろするばかりだった」「ず

っと前から出会っていたような気がする・胎動があった

のでそう感じたのだと思う・上の子の時は胎動がなかっ

たせいかそういう感じはしなかった・上のC子は精薄児

だがそれでもこんなにかわいいのだから普通の子ならど

んな乏こかわいいだろうと思っていた、生まれた時からと

てもかわいいし育てるのがとても楽しい・余裕がある感

じがする」と経産婦の場合には喜びと同時に育児に楽し

みさえ感じ経験者の余裕をみせている。しかし「3人目

だと大事にするしかわいい」「赤ちゃんていいものだな

と思う・3人目になると親の精神状態によるのかもしれ

ないがゆったりした気持でいられる、多分宋っ子になる

と思うので大事に育てたい、わがままにはしたくない

が」と同じ自分の子どもであっても出産直後から上の子

とは違う感情を抱いており・このような差別が余りに強

くなると兄弟関係に問題が生じてくるであろう。最後の

例は妊娠する前は「子どもは2人でいいと思い受胎調節

していたができてしまった」といっており「胎動を感ず

るまではおろそうかどうしようかという気持」 であり

「主人とよく相談して今回を逃すともう一生子どもを作
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れないかもしれないので生む深心をした」人であって特

に期待された子どもではない。どいうよりむしろ否摩的

な感惰を持ってさえいたが、・ 出産と同時に一番大癖な存

在になってい多。妊婦から産婦への歩みの中で子どもに

対する心理状態の微妙な変化が行なわれつつあるが・こ

れをただ母性本能と片づけてしまうことはできず、好ま

しい母子関係成立のためには子どもに対してどのような

感情をもって第一歩を踏み出したかによ？て決定し．てい

くのでをまなカ・ろうカ』。

　「未婦2人という生活よりも母として強くなるv子ど

もをかばう・かわいがるという愛情を強く感ずる・ 女占

してではなく母として強くなるドお産を通り 越してはじ

めて強くなる、’もしこの経験がなけれぱ子どもに対して

違った感情｝；なるのではないかと思う」「4㎏近くもあ

り大きかったので上の子の時に比べれ磯つらかった、 正

常位なので心配はなかったが生まれる瞬間に子どもの力

と自分の力のバランスが釣り合わず子どもの力に負けて

しまった・自分の方がいぐじがないので頑張らなくては

と思って生んだ」分娩は病気と異り生理的なものなので

医師や助産婦がいても注射をして痛みを和らげてもらう

といった依存心は許されず、あく1までも痛みに耐えて産

婦自身が生まなけれぱならない。この経験がミ女は弱

し・されど母は強しミという強さを培っていくのであろ

う。

　「［人の子を生んで大きくするということは責任重

大。犯罪礁件が世間を賑わしたりすると特にそう思う・

親はどうせ先に逝くのだから自分に何かしてくれなくて

も少しでも人のため社会のため犀役に立ってくれればよ

い」．1「出産5育児は忍耐の明け暮れで忍耐ゆえに女の人

は強くなっていく、これを過ぎて女として完成していく

のだと思う。何といっても体力が欲しい、眠らなくても

よいような体力がほしい」「今までは自分のやりたいこ

とをやっていたのがすべて子ども中心になり大人の生活

の、リズムもこの子の授乳時間や入浴にホ．うて変ってく

る、今までならとてもそんなことできなかったのでそれ

が母性愛なんだなと思う」 と自分の1こと嫉；の次といっ

た母性愛、いじらしさを語ってレ〉う。．

　また「今までは娘の立場でしか考えられなかったが母

親になって初めて同じ親と しての立場で考えられるぷう

になり母を身近に感ずるj　r初めて規の有難みがわかっ

た」 ∫人に面倒をみてもらうのに当然だと 思っていたが

親の有難みがわかった」と自分の母への規近感と感謝の

気持を感ずるようになっている。

以上のように出産前後の感情の変化をみると22年前ξ

ほとんど変っておらず・目まぐるしく変化する社会状勢

も出産前後の母親の心理には余り影響を与えていないよ

うにみえる。

4．まξめ
　昭和22年に妊産婦に面接してどのような過程を経て母

性意識が成立していくかを綱べたが、・現在の母親たちは

子どもに過保護になり一方では母性愛の欠除が指摘ざれ

ることもあるので、 2Q数年を経た今β同様の調査を行な

いその変化をみた。即ち愛育病院利用の妊産婦150名に

狂娠への期待、妊娠自覚期及びその時の感情、姪娠中の

心身の異常、母としての自掌、出産履臨な心、生まれる

子昏の期待』出産前後の子どもへの感情の変化、 隼まれ

た子の将来への期待につ粋て一人ずづ面接質問し自由に

回答しても らい前回ゆ調査と比較検討した。

　（1）妊娠は当然だと思った人は釦％で前回同様であ

り、』籏琿的に婬姫を避けた野豊思ラ1た人健ao多看これ覧

前回同樺であるが、、妊娠を希望した人は63綴と飾回Q3

倍強となっており妊娠に対する期待度は大きくな到くヤ y

る。一また妊娠騒あた塗ては計画的であり、．初産婦の場合

曝結婚生活になれてか5s・ 経産婦の揚合は上の子ξもと

適当な年令間隔をあけて欲しがっているしそのたやに受

胎調節を行なっている人が多い．

　妊娠を避けたい経済上の理由礪ごく僅かになり生活事

情の好転を物語っているが、現在の民問アバートは子ど

もが生まれたら出なけれぱならなヤ・所も多くそゆたゆに

子どもが欲しくても作牡ない現状を思うとこの調糞対象

は非常に恵まれた集団であるとヤ・う ことができる◎「また

この人たち曝定期的な経続受診者であるので姪娠吃こ対す

る期待匿が大きくなっても、 すべてゆ妻が妊娠を希望す

るよ・うになったと推測することはできない？

　（2）科学的知識が豊富になったなめか・ 4か月までに

全員が妊娠に気づいてヤ・・るし、 不安や恐怖よりも喜びの

感簿を もρている。

　（3）妊娠にょって態度にどのよ、う な変化があっ為か、

即ちどんな点に津意をしたかについては前回同様食凄に

留意し睡眠や休息をとり体を保護するよう犀なったと藷

っている。このような聾度の変化がなし》と答えた人は54

％から20％に減 じており生活が安定したので胎内にいる

時から配慮できるためであうう・

　＠．っわりやその後の身体的な症状や、いら立ち易野

等の異常心理は個人差があり時代ゆ移りかわりにJlう変

イヒ壱まな㌧、。

（5）婬娠中から母とレての自覚を持？たか嫉やはり前

回の調査と同様に半数のもoはまだ持っていないし、胎

動があると少しずつ母親としての責任感や母性愛が芽生
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えてくるようである。

　（6）生まれる子どもへの期待は五体満足、．健康が飾回

の調査を大巾に上回らゼ大多数を占めセいる乙㌧これはサ1∵

リドマイド児等の薬害の恐しさを知っているためであ

り、最低の希望であると同時に母親たちの最大の関心憲

であろう。前に26％あった親の性質が遺伝せぬことは今

度は1例もなく遺伝よりも環蝿や教育脅重んじており、，

妊娠についても緬鵬子ども離るものとい賭えと、．

同じように子どもの性質も親の育児法により形成され《

いくと考えている。

　産婦は最低の希望の五体満足が満たされたので子ども

の将来に対しての要求水準は妊娠中よりも少し高くなり

精神的健全さに注意が向いてくる。

　（7）妓婦は分娩に対しては前回と同じように不零感と

恐怖心をもつものが半数以上を占め㌧ 4割近くの人は正”

しい科学酌熾を得たり・愛勲脚こよらて不撃を

解消している乙

　③鉦娠中には母としての自覚を持たなからた人たち

も無事に分娩して子どもを手に抱き母乳を飲ませ為時に

妊娠中には穂鷲な筋艦れる1まカ・ゆ雌愛頃

びを感齢めている．こ砿うに雌纏とし奪顧

動き脇れるがこれは2・騨余マ響らず轡鋤
推移は影響がないよう で麟・、

　しかし出生順位によって子どもへの愛情に差がみられ

る場合もありこ俊感情ぴ育児にどう関やっていくク・、ま

た我涛が教育相談の際に巡遇する拒否的態度の母親は出

産前後に子どもに対してどのような感情をもっていた

か、子どもとどのような触れ合いの中で子どもを拒否、

或いは過保護、溺愛等の育児態度が確立するのかをこ砂

確を手が力壁して進めていきたレ’・嫌の際の計画

・醜態脚麿麟も鰍し生ま厩齢・らレール轍き

字どもめ能力や特質を無視しても子どもをその上にのせ

て走らせようとするようになるのではなかろうか。また

万一生まれた子に心身の障害があって自分たちの計画が

挫折した時に子どもを受容することができるか家族計画

の普及の反面疑闇が残る。

　この面接によ研聯果 から鮒紙鰭製し・地域

1騨産条吻騨吻数磯て畔る予麟
る。

　な綱翻象融っ燦轍薩齢糟昏こ励断
鶴と快よ徊答し七 ωた・ 紙上を慌り心力漁岬し

　ます。

・〔文　　 献〕

　牛島義友　家族関係の心理

昭和5b年

P．34痘P、58一 金子書房
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~esearches fqr the lrylprovement bi rearing New-born Inf ants 

Jushichlroa Naitco et al. 

Chapter V Investi~ation by In~erview into Psychology 

Women and Mothers with New･born 

oi Expectant 

Babies 

Dept. 8 Yoshitomo Ushijima 

Reiko Yukawa 

In 1947 we had an individual interv. iew with each bf expectant wcmen and :nothers with new-

born babies to find but threugh what process she had come,to have clear consciousnes~ of motherhoo~l 

As present mothers are considered to be tco intent eri their children's education, but at t~e same 

time to bc lacking in maternal affection, we have made investigation, compared and discusse~ t~~ 

For the present investigation, we had an individual interview with each of 100 pregnant women 

and 50 mothers with nel~iborn babies and asked her on expectation ef pregnancy, feeling when 

she was conscious of pregnancy, abnormality in the condition$ cf mind and bo~y during pre~nancy. 

consciousness of motherhood, the presence of mind when she faced delivery, expectation of the 

coming child, change of the fee]ing towads her child before and after birth, and the prospect ef the 

future of the new-born child, and let them answer freely. 

The findihgs are : 

1) The number of mothers who wanted pregnancy reaches as a little over thrice large as that 

of the previous investigation, the percentage being 63~, showing higher degree of expectation. Child 

birth is planned; in the case of primiparae, they plan te have a child after they get accustomed to 

a marital life, and in the case of the multiparcus, many mothers want to have a child at proper 

intervals controlling the child birth. The thought that "a child is made out" by a couple on a lan 

2) The rate of wishing to keep off conception is 30;~, the same ~s that of last investigation, 

but the economical reason that was heading the list of the reasons for averting conception in the 

previaus investigation has grown small in number because of the improvenLent in living conditions. 

3) The number of the mother who takes geod care of her fetus paying attention to her feQd 

and proteeting her body during pregnancy has increased. 

4) No change is seen in the previous and present investigations regarding "rrlorning sickness," 

abnormal psychology and the presence of mind in facing delivery, rather, a great individual vari-

ation is seen. 

5) Normal physical constituticn and healthy body condition are expected of the coming ehild 

due to the influence of saridomide and other medicines. Regarding the nature of the child, sueh a 

tendency is seen that more importance is attached to environment and education than te heredity. 

Asking the mothers the prospect of the future of their children after they gave birth to, their minds 

~5eem to tend towards the soundness ef mental development of thejr children from that of the physj-

= 70 = 
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cal development. 

6) Even if a mother had no consciou$ness as motherhood during pregnancy, it is after she 

gave birth to a child and when she first gives breast to her child that she feels maternal affection 

and a great pleasure. 

Through the previous and present investigations, no change is found in the proiess of the 

expectant women becoming conscious of motherhood, however, the modern people's intentional atti-

tudes tcwards pregnancy are reflected in the upbringing of children, which fact is attended with 

danger that parent$' plan eomes first and child*s ability and characteristics are disregarded. 
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